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　鮮やかに色づいた大粒のイチゴは、第11回茨
城いちごグランプリ(一般の部)で金賞を受賞した
はまの農園の「紅ほっぺ」です。
　甘くてみずみずしいイチゴに、子どもたちも大
喜び！　幸せそうに春の味覚を堪能していました。

今月の表紙は
「春の味覚、みぃ
つけた」
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針谷市長からの
メッセージ

　永井路子先生の訃報に接し、深い悲しみと大き
な喪失感を禁じ得ません。戦後文壇を常にリード
してきた歴史小説の第一人者であり、それらの作
品はとても分かりやすく歴史が身近なものに感じ
られました。また、古河市名誉市民として本市の
文化振興に多大なご尽力を賜りました。
　古河のまちを愛してくださった先生をしのび、
ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

追悼　永井路子さん

＜特集＞
令和5年度施政方針/
古河市の予算
◆愛猫の登録が始まります
◆市税の納付方法が拡大しました
◆市の組織機構の一部が変わります/染
　谷香予さんがアジアシニア空手道選手

　
権大会で優勝しました

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/わたしの夢
まちの話題Report！
古河っ子だより
お知らせページ/広告
古河市LINE公式アカウント友だち募集
中/読者アンケート
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　歴史小説家。本名：黒
く ろ

板
い た

擴
ひ ろ

子
こ

。1925(大正14)
年東京生まれ。3歳の時に母方の郷里である古河
に移る。東京女子大学卒。
　1951年に「三條院記」が『サンデー毎日』の
懸賞に入選し文壇デビュー。1965年、鎌倉時代
の幕開けを4つの異なる視点から描いた連作短編
小説『炎環』で第52回直木三十五賞を受賞。同
作をはじめとする一連の「鎌倉もの」はNHK大
河ドラマ「草燃える」の原作となった。以後、
1982年に『氷輪』で女流文学賞、1984年に『こ
の世をば』等で菊池寛賞、1988年に『雲と風
と』で吉川英治文学賞、2008年に『岩倉具視』
で毎日芸術賞を受賞。
　このほか『歴史をさわがせた女たち』シリーズ
や『異議あり日本史』など歴史エッセイでも数多
くの佳作を残し、NHK大河ドラマ「毛利元就」
の原作としても知られる『山霧』や『北条政子』

『流星』『乱紋』など歴史の中の女性の役割に光を
当てた「女性史もの」も高く評価された。

Profile

古河文学館では、永井さんの功績をた
どる特別展示を予定しています

追
悼

　

永
井
路
子
さ
ん

特別展示のご案内

古河文学館・永井路子旧宅 追悼コーナーの様子

期間　10月28日㈯～12月24日㈰
時間　9時～17時(入館は16時30分まで)
費用　大人200円、小中高生50円

▲古河文学館では、年間を通して永
井さんに関する展示を行っています

▲永井路子旧宅には、生前に愛用し
ていた机や本棚なども展示

　

１
月
27
日
、
古
河
市
名
誉
市
民
・

古
河
大
使
で
直
木
賞
作
家
の
永
井
路

子
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
97
歳

で
し
た
。

　
３
歳
か
ら
結
婚
さ
れ
る
ま
で
の
20

年
余
り
を
古
河
で
過
ご
さ
れ
た
永
井

さ
ん
。
ふ
る
さ
と
で
あ
る
古
河
市
の

Ｐ
Ｒ
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
言
の
ほ

か
、
古
河
歴
史
博
物
館
や
古
河
文
学

館
の
開
館
に
当
た
り
、
貴
重
な
ご
意

見
と
と
も
に
多
額
の
寄
付
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
特
に
、
古
河
文
学
館
に
は

蔵
書
や
自
筆
原
稿
な
ど
の
貴
重
な
資

料
を
寄
贈
。
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
古
河
市
の
文
化

的
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
。

　
古
河
文
学
館
で
は
、
12
月
24
日
ま

で
追
悼
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
永
井
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
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て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
波
は

８
回
に
及
び
、
今
も
な
お
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
医
療
現
場
等
で

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
基
本
的
な
感
染
対
策
や
適
切
な
換

気
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
国
は
、
国
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
、

官
と
民
の
新
た
な
連
携
の
下
で
賃
上
げ
・

投
資
促
進
・
子
育
て
支
援
強
化
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
で
格
差
の
少
な
い
、
力
強

い
成
長
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
国
の
施

策
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
好
循

環
に
つ
な
が
る
よ
う
地
方
創
生
に
取
り
組

み
、次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
第
Ⅱ
期
基
本
計
画
で
掲
げ

る
市
政
宣
言
「
ま
ち
に
活
力
、
人
に
安

心
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
」
を
市

政
運
営
の
指
針
と
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
生
か
し
な
が
ら
、
発
展
的
か
つ
持

続
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
国
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
て
か
ら
約
３
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、

特
段
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、
５
月
８

日
に
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
を
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
感
染
症

に
引
き
下
げ
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
社
会
経
済
活
動
が
回
復
し
、
顔

を
見
て
互
い
に
話
が
で
き
る
日
常
が
戻
っ

まちに活力、人に安心、
魅力あふれる都市づくり

市
政
運
営
の
基
本
方
針

令和５年度施政方針

　
令
和
5
年
度
に
お
け
る

市
政
運
営
の
基
本
方
針
お

よ
び
、
未
来
を
見
据
え
輝

く
古
河
市
を
創
造
す
る
た

め
の
主
要
施
策
等
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

古
河
市
長

針
谷 

力
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地
域
の
強
み
を
生
か
し
古
河
市
な
ら
で

は
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
活
用

し
た
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
の
拠
点
で
あ
る
道
の
駅
や
ネ
ー
ブ
ル

パ
ー
ク
な
ど
の
再
整
備
と
、
民
間
と
連
携

し
て
新
た
な
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
地
域
交
流
の
場
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
で
、
関
係
人
口
の
増
加
と
地
域

の
活
性
化
や
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
こ

が
く
ら
す
」
を
合
言
葉
と
し
て
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
場
産
業
の
担
い
手
育
成
や
市
内
企
業
の

支
援
な
ど
、
地
域
経
済
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
い
く

企
業
と
の
連
携
を
図
り
、
官
民
連
携
に

よ
っ
て
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
市
で
は
２
０
２
０
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
ま
し
た
。
環
境
省
の

脱
炭
素
先
行
地
域
の
認
定
も
視
野
に
入
れ

て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
向
け
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
て
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
は
社
会
課
題
を
解
決
す
る
重
要
な

手
段
で
あ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
戦
略
プ

ラ
ン
で
掲
げ
る
「
Ｄ
Ｘ
で
変
わ
る
、
つ
な

が
る
、
み
ん
な
の
古
河
市
」
を
目
指
し

て
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
運
営
の

効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

GX・DXとは？

　
子
育
て
に
夢
や
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
社

会
を
目
指
し
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子

育
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
総
合

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
社
会
課
題
の

解
決
と
多
様
性
に
富
ん
だ
包
摂
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
持
続
可
能
で
包
摂
性
の
あ

る
安
全
安
心
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　
家
事
や
家
族
の
介
護
な
ど
を
日
常
的
に

行
い
、
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
や
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

の
子
ど
も
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
の
実
態
が
調
査
に
よ
り
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
対
す
る
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

市 政 運 営 の 基 本 方 針

古河市の持続的な発展につなげる３つの柱３つの柱３つの柱

GX（Green Transformation)
グリーントランスフォーメーション

　化石燃料をできるだけ使わず、環境への負荷が
少ないエネルギーを活用し、カーボンニュートラ
ル(脱炭素社会)を実現するための取り組みです。
　カーボンニュートラルとは排出せざるを得な
かった温室効果ガスを吸収や除去をして差し引き
し、全体の排出量をゼロにすることです。

DX (Digital Transformation)

　情報通信技術を浸透させて、私たちの生活をあら
ゆる面でより良いものへ変革させるという考え方で
す。「Trans」を「X」と略し、一般的に「DX」と
表記されます。
　市では、引き続き各種手続きのオンライン化や公
共Free Wi-Fi導入施設の拡大を進めます。

デジタルトランスフォーメーション

地
域
活
性
化
の
推
進

1つめの柱

G
X
お
よ
び
D
X
へ
の
投
資

2つめの柱

包
摂
社
会
の
実
現

3つめの柱

>>>>>
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地域活性化の推進

その他の取
・ ・ ・ ・

り組み
詳細は

市ホームページで
確認できます

市の魅力発信 ▶189万円拡充

　市民のまちへの愛着や誇りの醸成とともに、市内外における認
知獲得を図るため「こがくらす」を合言葉として、昨年度からブ
ランド戦略に取り組んでいます。今年度はこれらの取り組みに併
せ、市の魅力創造活動やSNSでの発信への支援を継続すること
で、市民によるプロモーションを推進します。

テレワーク施設の整備支援 ▶1億200万円

　古河市への人の流れを創出するため、民間と連携した新たなテ
レワーク施設の支援を行います。新しい働き方の追求、起業家や
異業種の人たちが集まる魅力的な拠点の創出により、人のつなが
りを生かして都市部と地方の連携に取り組みます。

古河市賑わい創出プロジェクト(観光資源の磨き上げと拠点整備) ▶1億4,974万円

　地域の強みを生かし古河市ならではのまちづくりを進めるため
に、各種祭りや観光資源のPRを拡充します。また、さらなる集
客力の向上と賑

に ぎ

わいのある拠点を目指し、道の駅への大型遊具の
設置やウッドデッキの改修を行います。

古河市賑わい創出プロジェクト(公園施設の整備) ▶4,872万円

新規

新規

新規

　市内の観光資源を生かした人を呼び込む力の強化を目的に、公
園施設の整備を行います。古河公

く

方
ぼ う

公園にハナモモの植栽とカキ
ツバタ園の整備を行うほか、ネーブルパークの玄関口にある広場
にパーゴラ(日陰棚)を設置して水遊び場周辺の日よけを確保する
ことにより、さらなる来園者の増加を目指します。
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>>>>>

　市では昨年、2030年に温室効果ガスの排出量を46％削減し、
2050年までにカーボンニュートラルを実現するという目標を掲
げました。今年度は具体的な実行計画を立て、市民・事業者・行
政が一体となって取り組みを進める体制づくりを行います。

拡充

GXおよびDXへの投資

包摂社会の実現

継続

と３つの柱３つの柱３つの柱令 和 ５ 年 度

新規

新規 カーボンニュートラルの推進 ▶1,063万円

自治体DXの推進 ▶1,932万円

生活困窮者およびヤングケアラー等への支援 ▶2,033万円

支援につなげる官民協働のネットワークを形成します。

　家事や家族の介護などを日常的に行い、負担を強いられている
ヤングケアラーや生活困窮世帯の子どもなどへの支援体制を構築
します。今年度は、ヤングケアラー支援のために各種学校の教員
等を対象とした研修や専門のコーディネーターを配置します。ま
た、子どもの居場所づくりや見守りを兼ねた食料・日用品の宅配
などを地域の中で行う団体等を支援し、子どもの困り事を必要な

　業務の効率化や市民サービス向上のため、自治体DXを推進し
ます。行政手続きのオンライン化として、4月から市ホームペー
ジ等のポータルサイトで約40件の手続きがオンラインで申請で
きるようになります。そのほか、情報格差の解消に向けた高齢者
向けスマホ教室の拡充や三和地区の公共施設に新たに公共Free 
Wi-Fiを整備します。
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互いに支え合うまちづくり健康福祉

拡充 相談支援体制の強化 ▶1,600万円

　障がいのある人の生活を地域全体で支えるため、新たに地域生活支援拠点コーディネーターを配置しま
す。地域生活を支援するための中心的役割を担い、緊急時には関係機関が連携し、地域全体で支える体制の
整備や居住支援機能の強化を図ります。

保育ICTシステムの導入 ▶191万円

　保護者の利便性の向上を図るとともに、保育士の業務負担を軽減し、子どもと向き
合う時間を増やすことで保育の質を高めます。今年度は上辺見保育所に導入します。

人が育ち文化の息づくまちづくり教育文化

高等教育機関の調査研究 ▶401万円

　高等教育機関の誘致について、市と(一財)地方自治研究機構が共同して調査研究に取り組みます。市の特
性や誘致方法などの整理・研究を行い、市の現状に合った誘致の可能性を探ります。

活気とにぎわいのあるまちづくり産業労働

新たな産業用地の創出 ▶4,017万円

　圏央道境古河インターチェンジ周辺における企業の高い立地ニーズを背景に「東山田・谷貝地区」で、新
たな産業用地を創出する事業に取り組んでいます。現在、立地企業の募集を行っており、今年度中に立地企
業への用地引き渡しを目指し、地権者協議会と協力して事業を進めていきます。

継続

新規

新規

コミュニティ・スクール(学校運営協議会)の導入 ▶384万円

　学校と地域住民等が目標やビジョンを共有し、力を合わせて学校づくりに取り組む
ために、市内全ての小中学校にコミュニティ・スクールを導入します。

新規

省エネ診断支援 ▶196万円

　カーボンニュートラルの取り組みを推進するため、中小企業に対して省エネ診断な
どに必要な費用を補助します。

新規

　今年度は古河第三小学校、中央小学校、水海小学校、諸川小学校および古河第三中学校の体育館照明を
LED化し、コスト削減や避難所としての機能向上も見据えて、より安全安心な学校施設を維持していきます。

小中学校体育館照明LED化 ▶6,346万円継続
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拡充 都市計画道路の見直し ▶1,994万円

　未整備の都市計画道路について、令和2年度から実情に合わせた見直しを行ってい
ます。今年度は、都市計画変更に向けた図書の作成と住民説明会を開催します。

魅力的で利便性の高いまちづくり都市基盤

拡充 公共交通事業の再編 ▶2億1,130万円

　循環バス「ぐるりん号」は利用しやすい運行エリアへの見直しを図り、コンパクトで効率的な運行のため
に再編します。さらに、老朽化した車両の更新やモバイルチケットを導入するほか、デマンド交通「愛・あ
い号」は、市内全域での運行を開始します。

安全で快適なまちづくり生活環境

空き家バンクリフォームへの補助 ▶150万円

　空き家バンクの利用促進と市外からの移住定住を目的として「空き家バンクリ
フォーム補助金」を新設します。当補助金と既存の「空家等解体費補助金」を活用し
て、空き家の利活用と不良住宅の除却を促進します。

まちづくりを支える行政経営行財政

窓口の改善 ▶4,013万円

　官民が連携し、ICTの活用を含むさまざまな手法による窓口の改善を進めています。
今年度は業務内容の調査・分析に加え、窓口業務の委託化に向けた管理者候補を配置
するなど準備を進め、市民満足度の向上と質の高い行政サービスの提供を目指します。

継続

下大野線の整備 ▶7,417万円

　今年度に完成する柳橋下大野線の西側延伸事業として、県道境間々田線から都市計画道路東牛谷釈迦線ま
での下大野線の整備に着手します。併せて、路線測量と道路予備設計を行います。

新規

新規

　 市の最上位計画である第2次古河市総合計画について、これまで推進してきた第Ⅱ期基本計画の計画期間
が今年度で終了することから、第Ⅲ期基本計画の策定に着手します。時代のニーズに即した施策などを掲げ

「華のあるまち古河」の実現に向けて取り組みます。

第Ⅲ期基本計画の策定 ▶951万円新規
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今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

５
１
９
億
円
。
前
年
度
と
比
較
し
て
12
億

円(

2.4
％)

の
増
額
と
な
り
、
過
去
最
高
の

予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
「
第
２
次
古

河
市
総
合
計
画
」
の
第
Ⅱ
期
基
本
計
画
で

掲
げ
る
「
ま
ち
に
活
力
、
人
に
安
心
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
「
地
域
活
性
化
の
推
進
」「
Ｇ
Ｘ
お

よ
び
Ｄ
Ｘ
へ
の
投
資
」「
包
摂
社
会
の
実

現
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
生
か
し
な
が

ら
、
発
展
的
か
つ
持
続
的
な
施
策
を
展
開

す
る
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古河市の予算
一般会計519億円

（前年度比 2.4％増）

令和 5 年度

　市税では給与所得の増加や企業業
績の改善などにより個人市民税や法
人市民税の回復が見込まれることか
ら、昨年度に比べ8億円の増加とな
ります。

＋8億円
R4当初：204億円
R5当初：212億円

■市税の増収額

古河市に入るお金の内訳

　市が自ら徴収するお金
である自主財源に対し、
国から定められた目的の
ために交付されるお金を
依存財源と言います。そ
のため、自主財源の割合
が大きいほど、行政運営
がしやすくなります。

自主財源と
依存財源とは？

市債
25億円

4.8％

519億円
歳入  自主財源

47.2％

 依存財源
52.8％

地方自治体の税収の
差を調整するために

国から配分されるお金

使い道が指定された
国や県からのお金

繰入金
8億円
1.5％諸収入

10億円
1.9％

その他
15億円

2.9％

国・県支出金
134億円

25.8％

地方交付税
68億円
13.1％

その他
47億円

9.1％公共施設整備など
特定の目的に

充てる市の借金

個人や法人が納める
市民税、土地や家屋
などに課税される
固定資産税など

市税
212億円

40.9％

歳入は市税が増加↑

一般会計  歳入
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200

企業会計とは…
自らの収益で運営している上下水道事業の
ことです

一般会計とは…
市の基本的な仕事(福祉、教育など)を行う
予算です。主に市税で賄っています

特別会計とは…
国民健康保険など特定の事業を行うために
設けられた独立した予算です(全8会計)

40 60 80 100

一般会計
519億円

56％

特別会計
291億円

32％

企業会計 109億円
　　12％

令和5年度の全ての予算：919億円

（単位：％）

古河市が支払うお金の内訳

　扶助費や人件費など、
支出が義務付けられてい
るため簡単に削減できな
い経費を義務的経費と言
い、道路や学校などの建
設に要する経費を投資的
経費と言います。

義務的経費と
投資的経費とは？

　扶助費は高齢化の進展や障がい
福祉サービス費の増加、また子育
てをしている人たちへの支援拡充
により年々増加しています。合併
直後と比べ、83億円増加(2.4倍)
し過去最大の予算額となります。

＋83億円

■扶助費の増加額

※端数処理により数値が一致しない場合があります。

投資的経費
6.0％

人件費
74億円
14.3％

519億円
歳出

その他の経費
41.6％

職員の給与や
議員の報酬など

市債(借金)の償還
道路、学校などの
建設に要する経費

施設などの管理に
要する経費

事業や団体等の
補助に要する経費

公債費
54億円
10.4％

普通建設事業費
31億円

6.0％

物件費
86億円
16.6％

補助費等
67億円
12.9％

特別会計や企業会
計に支出する経費

繰出金
54億円
10.4％

その他
9億円
1.7％

義務的経費
52.4％

歳出は扶助費が増加↑

一般会計  歳出

保健・医療・福祉など
の社会を支える経費

扶助費
144億円

27.7％

H18決算：　61億円
R5当初　：144億円
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申 請 す る と も ら え る も の

愛猫の登録が始まります
　市では、愛する飼い猫が安心して暮らせるまちを目指し、猫の登録制度を始めます。登録した人には飼い猫
と分かるように鑑札、門標、愛猫カード、首輪の計4点を配布します。今年度は登録料(500円)が無料となりま
すので、この機会にぜひ、ご登録ください。

【問】 環境課℡76-15１１

申 請 方 法

申込期間　4月3日㈪9時～
申込場所　 環境課、 市民総合窓口課、

市民総合窓口室
対象　市内在住で猫を飼っている人
費用　500円(今年度は無料)

電子申請サービス「LoGoフォーム」か
らの申請も可能です
※LoGoフォームから申請する人は
市役所各庁舎窓口で鑑札などを受け
取ってください。

鑑　札 (サイズ：25㎜×35㎜) 

CAT licence 
Koga city 

茨城県古河市 
猫鑑札 

第 0000000 号 

 

　鑑札には登録番号が記載され
ています。鑑札を付けることで、
万が一愛猫が迷子になってし
まっても見つけやすくなります。

門　標 (直径：60㎜)

 古河市 

猫登録済 

　門標は、飼い猫がいるこ
とを表示しておくものです。
　門柱や玄関など、他人の
目に付きやすい場所に貼り
ましょう。愛猫カード (サイズ：85.6㎜×54㎜)

NYANCA 
茨城県古河市愛猫カード 

＼ にゃーん ／ 
 

 
 

 
 

名  前 ぼたもち 

生年月日 2022 年 12 月 22 日 

性  別 男の子 

毛  色 黒地に白靴下 

登録番号 №0000000 

愛猫へのお約束宣言 
本カードの持ち主は愛猫を古河市に登録し 

その終生にわたって愛することを宣言します 
 

ＮＹＡＮＣＡ 

愛  称 ぼんちゃん 

性  格  おだやか、遊び好き 

飼主氏名 古河 市子 

電話番号 000-0000-0000 

住  所 茨城県古河市仁連 2065 番地 

備  考 
猫の手術歴、病歴、その他等々 

 

　飼い猫の写真・名前・生年月日のほか、飼い主の
情報や「愛猫へのお約束宣言」を記載できます。

首　輪
　首輪は、飼い猫だという目
印になります。また、首輪に
連絡先を記入しておくことで
保護されてもすぐに飼い主に
連絡を取ることができます。

犬猫の不妊去勢手術に補助金を交付します

　猫の場合は愛猫の登録を済ませてから申請
してください。
補助金額　不妊手術(雌)：１匹4,000円、去勢
手術(雄)：１匹3,000円
※1世帯あたり犬または猫1匹に限る。
申込期間　4月3日㈪～
申込　手術日から30日以内に、証明書または
領収書を添付した申請書を 環境課、 市

※イラストはイメージです。

民総合窓口課、 市民総合窓口室のいずれか
に提出
※対象などの詳細は、市内動物病院と申込場所
で配布している申請書をご確認ください。申請
書は市ホームページにもあります。
※予算額に達した時点で受け付け終了(予約不
可）。　
※郵送の場合は 環境課宛て。
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　従来のコンビニ払いや市内金融機関窓口払い、口座振替等に加え、次の方法が利用できます。

○全国の地方税統一QRコード対応金融機関窓口
　全国の対応金融機関窓口で納付できます。

○スマートフォン決済アプリ
　スマホで決済アプリを起動し「eL-QR」を直接読み取ることで納付できます。従来のバーコー
ド読み取りによるスマホ決済事業者以外にも対応しています。
※対応金融機関および対応するスマホ決済アプリは、地方税お支払サイトでご確認ください。

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

納付方法

eLマーク付き納付書の見本

市税の納付方法が拡大しました
　市税の納付書に「eLマーク」の記載がある場合は、eLTAX(地方税お支払サイト)からクレジットカードや
インターネットバンキング等で納付できるようになりました。また「eL-QR」の記載があれば、全国の地方
税統一QRコード対応金融機関やスマートフォン決済アプリでも納付できます。

【問】 収納課℡22-5111

○地方税お支払サイト
　地方税お支払サイトにアクセスし、クレジットカードやインターネットバンキング、ダイ
レクト方式、ペイジー番号発行(ATMで納付)で納付できます。

　固定資産税・都市計画税、軽自動車税、市・県民税(普通徴収)、国民健康保険税
　※督促状および再発行納付書は、eL番号のみ記載されます(eL-QRは記載されません)。

納付書にeLマークが記載される税目

 ◆「eL-QR」が必要

 ◆「eL-QR」「eL番号」のいずれかが必要

eLマーク

茨城県古河市　領収済通知書

固定資産税・都市計画税

納付番号

確認番号

納付者

通知書番号 0011223344--5566 通知書番号

納期限 令令和和  55年年  55月月  11日日 納期限

納付額 納付額

督促手数料 督促手数料

延滞金 延滞金

合計金額 合計金額

茨城県古河市
納付書（原符）

茨城県古河市 領収証書

加入者名　古河市会計管理者

加 入 者 名　古 河 市 会 計 管 理 者 口座番号 0000115500--88--996622444411
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
は
裏
面
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

加入
者名

古　河　市
会計管理者

口座
番号

0000115500--88--996622444411
合計
金額 5500,,000000円円

口 座 番 号 0000115500--88--996622444411 令令和和５５年年度度　　第第１１期期

令令和和５５年年度度　　第第１１期期 固固定定資資産産税税・・都都市市計計画画税税

収納
機関
番号

08204
納付
番号 1122334455667788990011223344556677889900

確認
番号 112233445566

納付
区分 112233

通知書
番号 0011223344--5566

年
度 令令和和５５年年度度　　第第１１期期

納
期
限

令令和和  55年年  55月月  11日日
112233

納付者

固固定定資資産産税税・・都都市市計計画画税税
納付番号

1122334455667788990011223344556677889900

1122334455667788990011223344556677889900 確認番号 112233445566

112233445566 納付区分 112233 納付区分

督
促
手

00 00 00 00

古古河河　　太太郎郎　　様様 古古河河　　太太郎郎　　様様切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
・

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
・

0011223344--5566

 円

0000 00
合
計 55 00 00

延
滞
金

00 00 00 00

00
領　収　日　付　印 令令和和  55年年  55月月  11日日

5500,,000000  円円 5500,,000000円円

00 00
納
付
者

古古河河　　太太郎郎　　様様
 円

　　 金融機関・コンビニ店舗控

収納代行：地銀ネットワークサービス（株）

　　　　　納付者控（収入印紙不要）

収納代行：地銀ネットワークサービス（株）

コ
ン
ビ
ニ
等
収
納
用

5500,,000000  円円 5500,,000000円円

茨城県
 古河市役所
電話番号
0280(22)5111(代）
収納課
 月曜日～金曜日
 8:30 ～ 17:15

領　収　日　付　印 領　収　日　付　印

古河市・コンビニ本部控

収納代行：地銀ネットワークサービス（株）

取りまとめ金融機関　常陽銀行古河支店
取りまとめ店　ゆうちょ銀行　公金QR受持貯金事務センター
この帳票は機械で処理しますので、QRコード欄を汚さないよう特にご注意ください。
また、本票を折ったり曲げたりしないでください。

　eL-QR Sample 

Sample 

公 公 公 

eL番号(納付書番号)

eL-QR(QRコード)
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01
No.

02
No.

03
No.

01
No.

02
No.

03
No.

01
No.

02
No.

03
No.

市の組織機構の一部が変わります
　市では、さらなる市民サービスの向上や業務の効率化を目指し、市の組織機構を見直します。それに伴い、
一部業務の所管課が新しくなります。

【問】 企画課℡92-3111

新設した部署

染谷香予さんがアジアシニア空手道選手権
大会で優勝しました

　12月16日～20日に、ウズベキスタン・タシュケントで行われた第
18回アジアシニア空手道選手権大会で、古河市出身の染谷香予さん
が、個人組手の女子68キロ級に出場し、5度目の優勝を達成しました。
今後も染谷さんの活躍から目が離せません。

【問】 スポーツ振興課℡22-5111

ブランド戦略室

こども家庭庁の発足に伴い、関連施策
を推進するため福祉推進課内に設置

シティブランディングを推進するた
めシティプロモーション課内に設置

カーボンニュートラル推進室 GXを推進するため環境課内に設置

子ども家庭連携推進室

・・・
・・・
・・・

名称を変更した部署

秘書広聴課 秘書課

道路河川課道路整備課

旧 新

所属課が変更になる業務(一部)
●放課後児童クラブの運営・受け付け
　➡ 生涯学習課
●市民相談、市民要望の受け付け
　➡ 市民協働課
●新型コロナウイルス感染症の問い合わせ
　➡ 健康づくり課
●交通安全施設(カーブミラー、ガードレール、
　区画線等)の整備・管理
　➡ 道路河川課
●土地改良事業
　➡ 農政課(土地改良課は農政課に統合)

▲左から2番目が染谷選手
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ブラク

感染症の種類

5類に移行する新型コロナウイルス

　国では、まん延によって国民の生命と健康に重大
な被害が及ぶ可能性のある感染症を、感染力や毒力
の程度に応じて1～5類に分けて必要な措置を行い
ます。これまで、新型コロナウイルスは2類相当と
して強い措置が取られてきましたが、5月8日をもっ
て通常のインフルエンザと同じ5類相当になります。

指定感染症について

結核が2類感染症の理由

　2類感染症の代表は結核です。日本では、先の大
戦後に国民病ともいわれるほどまん延し、死者も多
数出た感染症です。今は治療薬があるため、それほ
ど心配はありませんが、しっかりと治療を受けない

と、治りきらずに薬が効かなくなってしまうことも
あります。そのため、現在も2類感染症に指定され、
治療費は公費負担の対象となります。

チャンガラ・カフェ
アートに触れながら至福のひとときを

こがキラメンバー　ともちゃん

　店内にアボリジニ絵画が並ぶ、知る人ぞ知る
チャンガラ・カフェ！　ここだけの空間を求めて
市外からもお客さんが訪れる人気のお店です。
　店内では絵画を見ながら、食事やお茶を楽しむ
ことができ、至福のひとときを過ごせますよ。紅
茶やハーブティーもオーストラリアから仕入れて
おり、古河にいながら異国の味や文化を楽しめる
お店です。

【店舗概要】
営業時間：11時～18時
定休日：月・火曜日
住所：旭町2-16-8
電話：32-4724

　5類になると、感染者の発生届は決められた医療
機関からだけになります。入院措置もありません
し、濃厚接触者の扱いもなくなります。現在、新型
コロナウイルスの公費負担については検討中です。
　しかし、感染症であることに違いはありません。
ですから感染予防は必須で、手洗いとマスクの着用
が効果的です。重症化しやすい高齢者との対面時に
は、マスクの着用が望ましいでしょう。

古河福祉の森診療所　赤荻榮一医師
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▲茶道の稽古をつける赤岩さん

赤
岩
モ
ト
さ
ん(

１
０
１
歳
・
諸
川)

一
日
で
も
長
く
幸
せ
な
毎
日
を

　
23
歳
の
頃
、
結
婚
を
機
に
古
河
市
へ
移
住
し
、
華
道
や
茶

道
を
学
ん
で
き
た
赤
岩
さ
ん
。
40
歳
か
ら
諸
川
で
自
身
の
教

室
を
開
き
、
60
年
間
に
わ
た
り
多
く
の
生
徒
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
今
も
後
進
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
季
節
を
感

じ
な
が
ら
一
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご
す
赤
岩
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

華
道
・
茶
道
家

▲初釜に集まった生徒との集合写真▲自作の木目込みひな人形

　

諸
川
で
華
道(

古
流
松し

ょ
う

藤と
う

会)

や
茶
道

(

表
千
家)

の
先
生
と
し
て
、
多
く
の
生
徒

か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
赤
岩
さ
ん
。
１
０
１

歳
を
迎
え
た
現
在
も
、
現
役
で
稽
古
を
つ

け
て
い
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
、
師
範
や

教
授
に
な
っ
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
赤
岩
さ
ん
と
生
け
花
の
出
会
い
は
20
代

の
頃
。
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、
小
学

校
に
勤
め
た
際
、
知
人
の
紹
介
で
諸
川
に

あ
る
生
け
花
教
室
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。
当

時
は
家
に
花
を
飾
る
文
化
が
浸
透
し
て
お

ら
ず
、
花
の
魅
力
を
１
人
で
も
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
思
い
、
勤
務
先
な
ど
に

飾
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
師
範
や
Ｆ

Ｄ
Ａ
フ
ラ
ワ
ー
デ
コ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を

取
り
、
現
在
も
多
く
の
生
徒
に
生
け
花
を

教
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
茶
道
は
恩
師
の
立
石
サ
ダ
先
生

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。
茶
道
に
加

え
、
女
性
と
し
て
必
要
な
た
し
な
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
赤
岩
さ
ん

に
と
っ
て
立
石
氏
は
実
親
の
よ
う
に
慕
っ

て
い
た
存
在
で
す
。
今
で
も
季
節
に
よ
っ

て
茶
道
の
道
具
を
入
れ
替
え
る
た
び
に
恩

師
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
言
い
ま
す
。

　
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
は
、
自
宅
の
庭
で
野

だ
て
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
赤
岩
さ

ん
。
た
く
さ
ん
の
生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
、

一
日
で
も
長
く
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
、
朗
ら
か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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今月の古河っ子
いいこが育つ古河

お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

浅
あ さ

田
だ

琳
り ん

 くん

(令和4年1月生まれ・中田)

食いしん坊で甘えん坊の琳く

ん。すくすく育ってね♡
(父：健太、母：理沙)

登
と

野
の

原
は ら

寿
と

明
あ

 くん

(令和3年9月生まれ・砂井新田)

いつも元気で笑顔いっぱい♡
すくすく大きくなってね♡
(父：明、母：美咲)

星
ほ し

田
だ

美
み

衣
い

南
な

 ちゃん(左)

 絃
け ん

志
し

 くん(右)

(令和4年6月生まれ　　　　　
令和2年2月生まれ・駒羽根)

そっくり兄妹！　毎日元気

いっぱいの2人がだーいすき♡
(父：卓也、母：絵梨奈)

鈴
す ず

木
き

結
ゆ い

翔
と

 くん

(平成31年4月生まれ・仁連)

温泉大好き♡白米大好き♡ト

マトは丸かじり派！

(父：尊之、母：恵里香)

金
か な

津
つ

瑛
え い

太
た

 くん

(令和4年2月生まれ・上辺見)

大きくなったら一緒にテニス

しようね！　パパ・ママより

(父：政孝、母：美知子)

かわいい笑顔が家族の癒やし

(父：一浩、母：愛里奈)

下
し も

村
む ら

郁
い ち

歌
か

 くん

 (令和3年4月生まれ・上辺見)

上手に歩けるようになったよ

♪

(父：司、母：華子)

海
え

老
び

原
は ら

歩
あ ゆ む

 くん

(令和3年7月生まれ・西牛谷)

生まれてくれてありがとう。

心も体もすくすく育ってね＊

(父：真登喜、母：奈保子)

長
は

谷
せ

川
が わ

琴
こ と

ノ
の

 ちゃん

 (令和3年10月生まれ・静町)
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と
う
と
う
「
追
悼
」
の
二
文
字
を
記

す
日
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
こ
の
日
を

迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
覚
悟

は
し
て
い
ま
し
た
が
…
…
。

　

先
生
は
き
っ
と
お
笑
い
に
な
る
で

し
ょ
う
。「
何
を
メ
ソ
メ
ソ
し
て
い
る

の
！
」
と
。
だ
か
ら
笑
っ
て
、
先
生
と

の
思
い
出
を
た
ど
る
こ
と
で
、
追
悼
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ね
。

寄
贈
さ
れ
た
膨
大
な
資
料

　
初
め
て
の
先
生
と
の
接
点
は
、
文
学

館
開
館
に
向
け
て
届
い
て
い
た
資
料
を

目
に
し
た
時
で
し
た
。
数
の
膨
大
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
筆
原
稿
や
文
学

賞
の
記
念
品
な
ど
、
思
い
が
込
も
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
貴
重
な
品
々
を
、
何
の

た
め
ら
い
も
な
く
、
こ
う
も
簡
単
に
他

人
に
託
せ
る
の
か
…
…
。
瞠ど

う

目も
く

結け
つ

舌ぜ
つ

し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
先
生
は
ご
自
身
の
こ
と
は
決
し
て
吹

聴
な
さ
ら
ず
、
む
し
ろ
他
の
作
家
の

方
々
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
我わ

が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
一
介
の
職
員
に
過
ぎ
な
い
私
た
ち

を
直
接
労ね

ぎ
ら

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
優
し
い
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
と
人
、
歴
史
・
文
化
を
つ
な
ぐ

　
文
学
館
の
開
館
以
前
か
ら
も
、
古
河

に
対
し
て
多
大
な
る
ご
厚
情
を
賜
っ
て

い
た
そ
う
で
す
ね
。

　
昭
和
47
年
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
参

与
と
し
て
参
画
さ
れ
、
多
く
の
歴
史
学

者
と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
ご
自
身
も
市
関
連
の

刊
行
物
に
積
極
的
に
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ

た
と
の
こ
と
。

　
多
く
の
文
化
人
を
招
来
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
先
生
の
お
蔭か

げ

で
す
。
古
河

第
三
中
学
校
の
校
歌
作
詞
を
直
木
賞
作

家
で
詩
人
の
伊
藤
桂
一
氏
に
お
願
い
し

た
の
も
、
文
化
講
演
会
の
講
師
と
し
て

司
馬
遼
太
郎
氏
を
仲
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
も
先
生
だ
そ
う
で
す
ね
。

　
こ
の
間
、
郷
土
史
研
究
会
や
文
化
協

会
、
古
河
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
な
ど

を
通
じ
て
、
他
市
町
村
と
の
文
化
交
流

に
も
関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
『
鷹
見
泉
石

日
記
』
や
『
わ
が
ま
ち
古
河
』
な
ど
を

刊
行
す
る
際
に
は
、
出
版
社
と
の
仲
介

の
労
を
お
取
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
古
河
市
の
講
演
会
は

す
べ
て
無
報
酬
で
お
引
き
受
け
く
だ
さ

い
ま
し
た
。「
古
河
の
講
演
会
は
す
べ

て
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
。
用
意
し
ち
ゃ
ダ
メ

よ
」
と
、
お
笑
い
に
な
り
な
が
ら
念
を

押
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
歴
史
博
物
館
、
文
学

館
の
開
館
時
を
含
め
、
折
々
に
寄
付
金

を
い
た
だ
く
な
ど
、
先
生
か
ら
の
物
心

両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
は
、
到
底
、
こ

の
紙
幅
で
言
い
尽
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
さ
に
先
生
な
く
し
て
は
、
古

河
の
「
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
は

為な

し
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

永
井
路
子
の
遺の

こ

し
た
思
い

　
30
数
年
前
の
ご
講
演
で
、
先
生
は
次

の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

 「
金
儲も

う

け
を
考
え
る
人
が
多
い
中
、
古

河
は
博
物
館
と
い
う
あ
ま
り
金
儲
け
に

な
ら
な
い
も
の
を
造
る
こ
と
を
決
め

た
。こ
れ
は
英
断
で
す
。５
０
０
年
後
、

千
年
後
の
人
は
『
あ
の
時
、
古
河
市
民

は
金
儲
け
を
我
慢
し
て
資
料
を
保
存
す

る
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
』
と
感
謝
す
る

は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
は
千
年
の
値
打
ち

の
あ
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
す
」

　
先
生
の
謦け

い

咳が
い

に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
生
涯
最
大
の
財
産
で
す
。
古
河

を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
思
い
を

承
継
し
「
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
古
河
」

の
よ
り
一
層
の
発
展
の
た
め
、
微
力
な

が
ら
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
永
井
路
子
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
、
ど
う
か

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
合
掌
。

古
河
文
学
館
学
芸
員　
秋
澤
正
之

～
有
形
・
無
形
の
文
化
的
遺
産
～

　
　
　
永
井
路
子
の
遺
し
た
も
の

▲在りし日の永井路子先生
平成21年10月28日
文学館テーマ展記念講演会

▲ご著書、自筆原稿、賞牌類等の
文学関係資料はもちろん、お誕生
以来のほとんど全ての所蔵品をご
寄贈くださいました
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古河図書館

【絵本】
くろ

きくちちき　作
　あいたいな、あいたいな。
あいたい、あいたい―。犬の

「くろ」が夜をとおして、猫
の「しろ」に思いをつのらせ
…。あいたいきもち、あえな
いきもち。やっとあえた時
の、命がかがやく様子を描い
たモノクロ絵本。

出版社…講談社

【一般書/小説】
イコトラベリング1948－

角野栄子　著
　戦後激動の日本。中2のイ
コは英語の授業で、現在進行
形に夢中になる。そして、い
つか「どこかへひとりで行き
たい」と強く願うようになる
が、手段も理由も見つからな
い。しかしある日、大きな
チャンスが…。自叙伝的物語。

出版社…KADOKAWA

【児童書】
考えたことなかった

魚住直子　著
　ある日、ネコに声をかけら
れた。このままだと、将来た
いへんなことになるらしい。
いったい、どうして？　ジェ
ンダーバイアスと、どこかで
つながりあった社会のしくみ
に気づいて考えはじめる男の
子の物語。

出版社･･･偕成社

【一般書/随筆】
ひとり遊びぞ我はまされる

　　　　　　川本三郎　著
　映画を見ること、本を読む
こと、音楽を聴くこと、町を
歩くこと、ローカル線の旅に
出ること…。ひとり迎えた老
年の日々をつづった日記。

出版社…平凡社

料理をつくり、人を笑顔にする人に
内
う ち

田
だ

湊
みなと

さん  古河第七小学校6年生

　僕の夢は、料理をつくる人になることです。料理
をつくる人になりたいと思ったわけは、家で僕が料
理をつくった時に、家族が笑顔でおいしいと言って
食べてくれたからです。僕は、料理をつくることが
大好きですが、それ以上に、料理を食べた人の笑顔
を見ることが大好きです。その笑顔を見ていると、
とてもうれしい気持ちになります。母は、毎日、僕
のお弁当をつくってくれています。これからも、母
といろいろな料理をつくる練習をして、つくった料
理で、人のことを笑顔にできる人になりたいです。
僕は、笑顔が食べたいくらい大好きです。
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▲多様性の尊重について講演を行う橋本氏

多様性社会の実現を目指して
古河市ダイバーシティ推進
フォーラム

　2月11日、野本電設工業コスモスプラザで古河
市ダイバーシティ推進フォーラムを開催しました。
　ダイバーシティ宣言セレモニーや㈱吉村の代表
取締役社長である橋本久美子氏による講演会のほ
か、トークセッションを実施。一人一人の違いを
認め、尊重し合える社会の実現を目指す第一歩と
なりました。

▲作画の様子は市ホームページからご覧いただけます

プロの技を間近で見よう
浅野恭司フェス2023
～オペレーション<描

ドローイング

>～
　2月11日、VAL古河で古河大使であり
人気アニメ「SPY×FAMILY」の総作画
監督を務める浅野恭司さんによるライブ
ドローイングを開催しました。
　当日の告知にもかかわらず、会場には
約400人の観客が来場。スクリーンに映
る線の動きや色使いなど、ライブでしか
見ることのできない作業行程を食い入る
ように見つめていました。
　今後、今回の企画を題材にしたイベン
トを予定しています。

▲赤色灯の点灯確認など、さまざまな点検を行う団員

規律ある動きを披露
古河市消防春季点検式

　2月26日、イーエス中央運動公園で令和5年古
河市消防春季点検式を開催し、全27分団の消防
団員が服装などの通常点検や消防ポンプ自動車の
機械器具点検、一斉放水などを行いました。
　また、古河鳶

と び

一番組による「木
き

遣
や

り歌」「纏
ま と

い
振り」「梯

は し

子
ご

のり」が披露され、観衆からは大き
な拍手と歓声が上がりました。
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伝゙え合う”って楽しい！
出前授業「あなせん」開催

　2月18日、西牛谷小学校でフジテレビのアナウ
ンサーによる、言葉を通したコミュニケーション
の出前授業「あなせん」が行われました。
　内田嶺

れ い な

衣奈アナと市出身の木村拓也アナが講師
を務め、思いの伝え方や受け取り方などを丁寧に
指導。アナウンサーの知識や経験を生かした話
に、児童たちは熱心に耳を傾けていました。

▲児童の質問に笑顔で答える木村拓也アナ

古河の魅力を全国にPR
古河市の日@IBARAKI sense

▲表敬訪問は終始和やかな雰囲気の中で行われました

古河桃むすめが表敬訪問
岸田首相に
古河桃まつりを紹介

▲バラをプレゼントする近藤副市長と桃むすめの葛西さん

　2月25日、東京・銀座にある茨城県のアンテナ
ショップ「IBARAKI sense」で、古河の農産物
や特産品の販売、桃まつりのPRを行いました。
　当日は茨城いちごグランプリで大賞を受賞した
イチゴや市の特産品のバラ、洋傘などを用意。商
品を購入した人に先着でバラを1輪プレゼントす
るなど、古河の魅力をアピールしました。

　2月24日に古河桃むすめ6人と渡辺観
光協会長、近藤副市長、鈴木市議会議長、
永岡桂子文部科学大臣らが岸田文雄首相
を表敬訪問しました。
　桃むすめの田中佑佳さんが首相にハナ
モモの花束を贈呈し、4年ぶりに通常開
催となる桃まつりを紹介。
　首相からは「平時を取り戻す一歩とし
て開催を歓迎したい。地域の活性化につ
なげてほしい」と激励の言葉をいただき
ました。
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古河っ子

だより
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古河市立第四保育所
(地域子育て支援センター)

はなもも保育園
(子育て支援センター はなももカフェ)

こばと保育園
(子育て支援センターこばと)

週間スケジュール
㊊0～2歳児㊋2歳児㊌0～就学前
(センター・園庭開放)㊍1歳児㊎0
歳児
費用　100円
問　第四保育所
(新久田245-5)
℡48-6557

　市内に9カ所ある子育て支援センターは、子育てをしてい
る人に遊び場の提供と子育てのお手伝いをする所です。みん
なで一緒に歌ったり体操したり絵本を見たりするほか、季節
の製作や手形アート、毎月のお誕生会など、さまざまな活動
をしています。
　利用する場合は事前予約が必要です。活動時間外には育児
相談等も受け付けています。0歳児で初めて利用する場合は
事前に問い合わせください。

週間スケジュール
㊊0～2歳児㊋0、1歳児㊌2歳児
㊍0歳児㊎1歳児
費用　100円
問　はなもも
保育園
(仁連853-1)
℡75-2000

週間スケジュール
㊊サークル活動・少人数制㊋0歳児
㊌1歳児㊍2歳児以上㊎0～就学前
費用　100円
問　子育て支援
センターこばと
(磯部1648-1)
℡92-2616

からのご案内

子育て支援
センター

4月の主な活動
春の製作
身体測定
こいのぼり製作

4月の主な活動
6日　イースターエッグ講習会
10日～ はじめまして自己紹介
25日～ 母の日製作

各施設の詳細や催しは、古河市地域支援
センターホームページからもご覧いただ
けます

学
生
も
可
）

費
用　
1
カ
月
３
０
０
円

講
師　
古
河
神
楽
保
存
会

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈬

申
込
・
問　
古
河
神
楽
保
存
会

(

担
当
：
高
橋)

℡

４
８
‐

２
１
２
７

■
古
河
わ
く
わ
く
舞
踊
教
室

期
間　
5
月
13
日
㈯
～
令
和
６

年
1
月
20
日
㈯
［
全
16
回(

発

表
会
を
含
む)

］

時
間　
9
時
30
分
～
11
時

場
所　
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ

ス
プ
ラ
ザ

対
象　
5
歳
～
小
学
６
年
生

定
員　
19
人　

講
師　
古
谷
紀
佐
子
氏

申
込
期
限　
4
月
30
日
㈰

申
込
・
問　
古
谷
℡
０
９
０
‐

９
０
１
４
‐
４
４
１
６

７
８

‐
２
２
７
４

■
親
子
い
け
ば
な
教
室

期
日　

7
月
2
日
、
9
月
3

日
、
10
月
22
日
、
12
月
24
日
、

1
月
21
日
の
日
曜
日(

全
10
回)

時
間　
10
時
～
11
時
、
11
時
10

分
～
12
時
10
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
未
就
学
児
～
小
学
６
年

生
と
そ
の
保
護
者

定
員　
30
人

費
用　
5
千
円

講
師　
豊
田
ふ
く
氏
ほ
か

申
込
期
限　
６
月
1
日
㈭

申
込
・
問　
豊
田
℡

３
１
‐

２
３
６
４

文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
教
室
事
業

■
こ
が
神
楽
親
子
教
室

期
間　
４
月
16
日
㈰
～
令
和
６

年
1
月
28
日
㈰
［
月
2
回
、

土
・
日
曜
日
、
全
19
回(

発
表

会
を
含
む)

］

時
間　
2
時
間
程
度

場
所　
鶴つ

る
が

峯み
ね

八
幡
宮
ほ
か

対
象　
小
学
３
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者(

教
室
に
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
小
学
2
年
生
と
中

4月の主な活動
イースターエッグ製作
大型絵本
こいのぼり製作



　

＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)

＊茨城県救急医療情報システム
ホームページ内にある「小児輪番検索」から、
休日や夜間に子どもの急病時の対応をしている医療機関を探すことができます。

小児救急医療輪番表

＊診療時間
月～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日：9時～16時
※実施時間外の受診については、筑波メディカルセンター
病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。
＊対象年齢　
15歳未満

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。

◆茨城子ども救急電話相談　℡050-5445-2856(受付時間：24時間365日)
　大人を対象とした電話相談も受け付けます

時間外当番薬局の
情報はコチラから

日 月 火 水 木 金 土
4/1
西

2 3 4 5 6 7 8
友 西 西 西 西 赤 西
9 10 11 12 13 14 15
友 西 古 西 西 赤 西
16 17 18 19 20 21 22
西 西 古 西 西 赤 西
23 24 25 26 27 28 29
友 西 古 西 西 赤 西
30 5/1 2 3 4 5 6
赤 西 西 西 友 赤 西
7 8 9 10 11 12 13
西 西 古 西 西 赤 西
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3～6カ月児健診、9～11カ月児健診
(公費負担)を受けましょう

■ヤクルトわんぱくステーション
期日　4/23㈰
問　ヤクルトわんぱくステーション
　　℡23-4120

■ヤンチャ森
期日　4/24㈪
問　ヤンチャ森
　　℡92-9033

子育て広場臨時休館

　乳児一般健康診査受診票を使用して医療機関で受
けられます。
問　 子育て包括支援課℡48-6881

健康づくり事業　　　　　　　　　      　 問　子育て包括支援課(古河福祉の森会館)℡48-6881
乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

1歳6カ月児健診 R3年9月1日～10月15日生 古河福祉の森会館 4/19㈬
※対象者には案内を
個別通知します。

3歳児健診 R元年11月1日～12月3日生 健康の駅 4/26㈬

相 談 内容 場所 期日 時間

5カ月児相談 身体計測、離乳食の話、ふれあい遊び、育児
相談(母子健康手帳、問診票、バスタオル持参)

古河福祉の森会館 4/18㈫
※対象者には
案内を個別通
知します。健康の駅

4/28㈮

5/10㈬

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、乳幼
児の心理や発達に関する個別相談

古河福祉の森会館 5/12㈮ 9時20分～
15時30分健康の駅 5/18㈭

妊娠・子育て
相談いちごのわ
(予約制)

妊娠・産後の相談、育児相談、身体計測
［母子健康手帳、バスタオル(2歳未満のみ)持参］

健康の駅 4/17㈪
9時30分～

古河福祉の森会館 4/18㈫



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください
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市
役
所
か
ら

施
設
の
臨
時
休
館

■
隣
保
館

日
時　
４
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
：
終
日
、

５
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰
：
17
時
15
分
～

22
時

問　
隣
保
館
℡
４
８
‐
１
９
８
９

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

こ
が
の
移
転

移
転
日　
４
月
３
日
㈪

移
転
先　
た
ん
ぽ
ぽ
館(

北
利
根
10)

問　
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
こ

が
℡
２
３
‐
１
１
０
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
た
め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
・
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

日
時　
4
月
9
日
㈰
・
23
日
㈰

８
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時
～
17
時

※
23
日
は

市
民
総
合
窓
口
課
の
み
。

場
所　

市
民
総
合
窓
口
課
、

市

民
総
合
窓
口
室　

問　

市
民
総
合
窓
口
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

一
部
手
続
き
の
受
け
付
け
停
止

　
国
が
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴

い
、
電
子
証
明
書
や
暗
証
番
号
再
設
定

等
の
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

期
日　
5
月
1
日
㈪
・
2
日
㈫

問　

市
民
総
合
窓
口
課

軽
自
動
車
税
の
減
免
受
け
付
け

受
付
期
間　
4
月
3
日
㈪
～
5
月
31
日

㈬申
請
場
所　

市
民
税
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

対
象　
次
の
①
～
③
い
ず
れ
か
を
満
た

す
軽
自
動
車

①
障
が
い
の
あ
る
人
が
使
用(

所
有)

す

る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る

人
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が
使

用(

所
有)

す
る
軽
自
動
車
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の

②
軽
自
動
車
の
構
造
が
、
身
体
障
が
い

者
の
利
用
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の

③
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
し
、
本
来
の

事
業
目
的(

障
が
い
者
等
の
訪
問
介
護

お
よ
び
送
迎
等)

に
使
用
す
る
も
の

問　

市
民
税
課

　古河市議会議員一般選挙

投票所　入場整理券に記載された投票所
※第29投票区投票所は、砂井新田集落センター
からとねミドリ館に戻ります。
開票日時　4月23日㈰19時30分
開票所　はなもも体育館
※選挙当日は、投開票の速報を市ホームページ
に掲載します。
問　 選挙管理委員会事務局

【選挙公報】　
　新聞折り込み、市内公共施設で配布するほ
か、市ホームページからもご覧いただけます。

【不在者投票】　
　入院中や長期出張中などの理由で投票に行け
ない人は、不在者投票ができます。また、身体
障害者手帳をお持ちの人で一定の要件に該当す
る人は、郵便による不在者投票ができる場合が
あります。詳細は、問い合わせください。

【期日前投票】　
　投票日に投票に行けない人は、期日前投票所
で投票できます。投票日当日の投票所の混雑を
避けるためにも、期日前投票を積極的にご利用
ください。なお入場券裏面の「宣誓書」をご記
入の上持参してください。
※入場整理券到着前や紛失した場合でも、投票
所で本人確認ができれば投票できます。

期日前投票所 期間・時間

市役所古河庁舎
中央公民館

市役所三和庁舎
はなももプラザ

4月17日㈪～22日㈯
8時30分～20時

投票日時　4月23日㈰7時～18時

※お住まいの地区に関係なく、どの期日前投票所
でも投票できます。
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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
が
出
産

す
る
場
合
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月
前

か
ら
6
カ
月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問　

国
保
年
金
課
、
下
館

年
金
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐

０
８
２
９

督
促
手
数
料
の
廃
止

　
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
納
期
限
が

到
来
す
る
市
税
・
料
金
・
使
用
料
等
の

督
促
手
数
料
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
５
年
３
月
31
日
以
前
に
納
期
限

が
到
来
し
た
市
税
・
料
金
・
使
用
料
等

に
対
す
る
督
促
手
数
料
は
対
象
外
。

対
象　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

、
国
民
健
康
保

険
税
、
市
・
県
民
税
、
法
人
市
民
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
道
路
占
用
料
、
法
定
外
公
共
物
使

用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金(

分
担
金)

、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
使
用
料
、
農
業
集
落
排

水
事
業
受
益
者
分
担
金

問　

収
納
課
、

国
保
年
金
課
、

用
地
管
理
課
、

下
水
道
課
、

高
齢
介
護
課
℡
９
２
‐
４
９
２
１

市
・
県
民
税
の

納
付
方
法
の
ご
確
認
を

　
令
和
５
年
度
市
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
を
6
月
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
方

法
を
変
更
す
る
場
合
、
口
座
振
替
依
頼

書
で
の
申
し
込
み
は
５
月
31
日
ま
で

に
、
ペ
イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受

け
付
け
サ
ー
ビ
ス
で
の
申
し
込
み
は
6

月
10
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、
希
望
す

る
納
付
方
法
が
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
現
金
納
付
→
口
座
振
替

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
、
ま
た
は
ペ

イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
け
付
け

サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

●
振
替
方
法
の
変
更(

全
納
↕
期
別)

、

金
融
機
関
の
変
更

再
度
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
、
ま

た
は
ペ
イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受

け
付
け
サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

●
口
座
振
替
→
現
金
納
付

口
座
振
替
廃
止
届
を
提
出

問　

収
納
課

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
の
ご
案
内

■
成
人
用
肺
炎
球
菌
未
接
種
者
予
防
接

種接
種
期
限　
令
和
６
年
3
月
31
日
㈰

対
象　

①
令
和
５
年
度
に
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95

歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
等
に
障
害(

身
体

障
害
者
手
帳
1
級)

の
あ
る
人

※
①
の
対
象
者
に
は
4
月
上
旬
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
②
の
対
象
者
は
接
種

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

助
成
額　
3
千
円

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン(

無
料)

対
象　
①
定
期
接
種
：
令
和
５
年
度
に

12
歳
～
16
歳
に
な
る
女
性

②
特
例
措
置
：
平
成
9
年
度
～
平
成
18

年
度
に
生
ま
れ
た
女
性

※
令
和
5
年
度
に
13
歳
に
な
る
人
に
は

4
月
中
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
風
し
ん
の
抗
体
検
査(

無
料)

対
象　
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
54

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
抗
体
検
査
未

実
施
の
男
性

※
令
和
元
年
度
以
降
に
転
入
し
た
人

で
、
転
入
前
に
未
実
施
の
人
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種(

無
料)

対
象　
定
期
接
種
を
受
け
て
い
な
い
平

成
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
20

歳
未
満
の
人

※
令
和
5
年
度
に
18
歳
に
な
る
人
に
は

4
月
上
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
促
進
事
業
補
助
金
の
交
付

対
象　

市
内
在
住(

予
定
者
を
含
む)

で
、
居
住
す
る
住
宅
に
補
助
事
業
に
適

合
す
る
未
使
用
の
設
備
を
設
置
す
る
人

※
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
。

対
象
設
備　
蓄
電
シ
ス
テ
ム(

太
陽
光

発
電
設
備
と
接
続
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

補
助
金
額　
５
万
円(

上
限)

申
込
・
問　

環
境
課

市
民
総
ぐ
る
み
清
掃
の
日
程

日
時　
５
月
21
日
㈰
8
時

※
荒
天
時
は
28
日
㈰
に
実
施
。　

問　

環
境
課
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対
象　
紙
お
む
つ
等
を
必
要
と
し
、
次

の
①
②
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族

①
要
介
護
４・５
と
認
定
さ
れ
て
い
る

②
要
介
護
３
の
認
定
を
受
け
、
認
定
調

査
で
「
排
尿
」
ま
た
は
「
排
便
」
の
項

目
が
「
介
助
」
ま
た
は
「
見
守
り
等
」

に
該
当

支
給
額(

限
度
額)

○
市
民
税
課
税
世
帯
：
月
額
3
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
月
額
6
千
円

対
象
品
目　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ

ド
、
使
い
捨
て
清せ

い

拭し
き

タ
オ
ル
等

※
支
給
品
目
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
択
。

申
込　

高
齢
介
護
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

※
初
回
申
請
が
15
日
以
前
の
場
合
は
申

請
月
か
ら
支
給
可
。

問　

高
齢
介
護
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

第
６
号
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

補
助
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
半
分

(

上
限
30
万
円)

対
象　
市
外
在
住
で
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
た
物
件
を
購
入
し
10
年
以

上
古
河
市
に
住
む
意
思
の
あ
る
人

申
込
・
問　

交
通
防
犯
課

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

(

供
用
開
始)

供
用
開
始
区
域　
大
山
、
三
杉
町
一
丁

目
、
旭
町
二
丁
目
、
東
山
田
、
古
河
駅

東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
各
一

部■
供
用
開
始
区
域
内
の
皆
さ
ん
へ

　
３
年
以
内
に
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か

ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
改
造
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
接
続
工
事
は
、
市
の
指
定
工

事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

新
規
賦
課

　
供
用
開
始
区
域
で
は
、
受
益
者
負
担

金
が
新
た
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
該
当
者

に
は
5
月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
市
へ
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
受
益
者
負
担
金
は
７
月

か
ら
の
納
付
と
な
る
の
で
、
分
割(

５

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時　
4
月
15
日
㈯
8
時
30
分

※
中
止
の
場
合
は
前
日
17
時
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
場
所　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場(

旧

三
国
橋
南
側)

清
掃
区
域　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
周
辺

か
ら
野
木
町
境
ま
で

問　

環
境
課

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の
交
付

　
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
公
共
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
採
択
区
域
外
で
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人

※
申
請
方
法
や
補
助
要
件
等
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

環
境
課

老
朽
し
た
危
険
な
空
き
家
の

解
体
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

補
助
金
額　
解
体
費
の
半
分(

上
限
50

万
円)

対
象　
国
の
基
準
を
満
た
す
空
き
家
等

申
込
期
限　
5
月
31
日
㈬

申
込
・
問　

交
通
防
犯
課

年
間)

ま
た
は
一
括(

一
括
納
付
報
奨
金

制
度
有
り)

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
課

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
の
助
成

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
聴

覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人(

集
音
器
は
対

象
外)

補
助
金
額　
購
入
費
の
2
分
の
１
［
上

限
３
万
円(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

］

※
1
人
1
回
、
1
台
の
み
。

※
既
に
助
成
を
受
け
た
人
は
、
再
度
購

入
し
た
場
合
に
限
り
一
度
だ
け
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
参
物　
申
請
書
、
領
収
書
、
認
め
印

申
込　

高
齢
介
護
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

問　

高
齢
介
護
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

寝
た
き
り
高
齢
者
等
を
介
護
す
る

人
へ
の
介
護
用
品
の
支
給

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
に

対
し
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
月

１
回
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
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総
務
大
臣
か
ら
４
人
の
行
政
相
談

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
行
政
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
付

け
、
解
決
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員(
敬
称
略)

倉
本
仁
司(

尾
崎)
、
鈴
木
悦
子(

け
や

き
平)

、
青
木
充(

下
大
野)
、
渡
邊
誠

一(

上
辺
見)

問　

市
民
協
働
課

　
古
河
歴
史
博
物
館
・
古
河
文
学
館

友
の
会
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

会
員
に
な
る
と
、
古
河
歴
史
博
物

館
・
古
河
文
学
館
・
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
へ
の

入
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令

和
５
年
度
に
発
行
し
た
刊
行
物
等
を
各

１
部
贈
呈
し
ま
す
。

費
用　
家
族
５
千
円
、
大
人
３
千
円
、

小
中
高
生
千
円

有
効
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日

申
込
・
問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
市
合
同
企
業
説
明
会

■Job Festival in KO
G

A 2023

　
市
内
に
拠
点
を
置
く
企
業
約
30
社
が

出
展
し
ま
す
。

期
日　
４
月
15
日
㈯

時
間　
13
時
30
分
～
15
時
25
分

場
所　
と
ね
ミ
ド
リ
館

対
象　
令
和
６
年
３
月
に
高
等
学
校
、

専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
、
大
学
院
等

を
卒
業
予
定
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
既
卒

３
年
以
内
の
求
職
者
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
希
望
者

問　
古
河
市
合
同
企
業
説
明
会
実
行
委

員
会(
商
工
観
光
課
内)

古
河
市
民
大
学
受
講
生
の
募
集

　
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
半
分
以
上
受
講
し

た
人
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

内
容　
「
和
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
と
一
般
教
養
講
義(

年
10
回
程
度)

※
日
時
等
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
20
人
程
度(

多
数
抽
選)

申
込
期
限　
4
月
20
日
㈭

申
込
・
問　

生
涯
学
習
課

　市営住宅入居募集

募集期間　4月3日㈪～28日㈮
入居指定日　6月1日㈭
入居資格　公営住宅法・市条例に基づく

申込　申込書と必要書類を 営繕住宅課に提出
※申込書は 営繕住宅課、 市民総合窓口課、

市民総合窓口室にあります。
問　 営繕住宅課

※各住宅にはエレベーターがありません。
※随時募集の物件は先着となります。

住宅名 単身入居 使用料(家賃) 間取り 備考

4月募集

赤松
(新久田220-3) 不可 収入等に応じて

27,700円～
中層耐火4階建、4階
3DK(和6・洋4.5・洋5・DK)

風呂あり
駐車場あり

鹿養
(上辺見2386) 不可 収入等に応じて

22,000円～
中層耐火3階建、3階
3DK(和6・和6・洋6・DK)

風呂あり
駐車場あり

鹿養
(上辺見2386) 不可 収入等に応じて

22,300円～
中層耐火3階建、1階
3DK(和6・和6・洋6・DK)

風呂あり
駐車場あり

随時募集

ククヤ台
(三和176-18) 不可 収入等に応じて

18,000円～
中層耐火3階建、2階
2DK(和6・和4.5・DK) 風呂持ち込み

磯部第一
(磯部16-1) 不可 収入等に応じて

12,600円～
中層耐火4階建、4階
2DK(和6・和4.5・DK) 風呂持ち込み

※4月募集の物件は今回応募がなかった場合、6月1日㈭から随時募集となります。



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください

 広報古河　2023.4 -   28

古
河
市
文
化
協
会
か
ら
の
ご
案
内

■
香
音
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
４
月
23
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
野
木
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル(

野
木
町

友
沼
１
８
１)

問　
う
た
声
ひ
ろ
ば
「
カ
ナ
リ
ア
」(

担

当
：
鈴
木)

℡
０
９
０
‐
２
４
９
４
‐

６
４
５
９

■
下
総
美
術
展

期
間　
5
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

時
間　
9
時
～
17
時(

初
日
は
13
時
開

始
、
最
終
日
は
15
時
ま
で)

場
所　
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ

問　
下
総
美
術
会(

担
当
：
秋
山)

℡
３
１
‐
２
６
５
８

古
河
公く

方ぼ
う

公
園
教
室

■
あ
お
ぞ
ら
太
極
拳
教
室

　
日
頃
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
、
健
康

増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
4
月
26
日
～
７
月
５
日
の
毎
週

水
曜
日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
有
り(

予

備
日
７
月
12
日
㈬
、
19
日
㈬)

。

講
師　
中
川
伸
治
氏

■
あ
お
ぞ
ら
ヨ
ガ
教
室

　
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
日
頃
の
疲
れ

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50

円問　
篆
刻
美
術
館

℡
２
２
‐
５
６
１
１

古
河
文
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
ス
ポ
ッ
ト
展
示
「
文
学
と
し
て
の
刊

本
作
品
Ⅲ
」
や
テ
ー
マ
展
「
永
井
路
子

の
描
く
戦
国
の
女
性
た
ち
」
に
つ
い

て
、
担
当
学
芸
員
が
楽
し
み
方
な
ど
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　

5
月
13
日
㈯
①
11
時
②
14
時

(
約
60
分)

費
用　
大
人
２
０
０
円(

小
中
高
生
は

無
料)

定
員　
各
15
人

申
込
期
間　
4
月
15
日
㈯
9
時
～

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
４
月
21
日
㈮
①
11
時
②
14
時　

(

約
30
分)

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

定
員　
各
15
人(

要
予
約)

費
用　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
五
重

奏
曲
イ
長
調(

鱒ま
す)

第
2
楽
章
～
第
5
楽

章
」

申
込
期
間　
4
月
８
日
㈯
9
時
～

申
込
・
問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
文
学
館
テ
ー
マ
展

期
間
・
内
容　
◯
4
月
29
日
㈯
～
6
月

21
日
㈬
：
文
学
と
し
て
の
刊
本
作
品
Ⅲ

◯
4
月
29
日
㈯
～
7
月
27
日
㈭
：
鷹
見

久
太
郎
と
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
ゆ
か
い

な
乗
り
物

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50

円問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

三
和
資
料
館
館
蔵
資
料
展

■
将
軍
家
慶
日
光
へ
参
る
～
天
保
14
年

の
社
参

展
示
期
間　
6
月
4
日
㈰
ま
で

時
間　
10
時
～
18
時

休
館
日　
月
曜
日
、
4
月
28
日
㈮
、
5

月
31
日
㈬　

問　
三
和
資
料
館
℡
７
５
‐
１
５
１
１

無
形
民
俗
文
化
財
の
公
開

■
県
指
定
：
大
和
田
磐い

わ

戸と

神
楽

日
時　
４
月
２
日
㈰
12
時
30
分
～
16
時

30
分(

餅
ま
き
は
16
時
ご
ろ)

場
所　
鷲わ

し

神
社
・
神
楽
殿(

大
和
田)

問　

大
和
田
磐
戸
神
楽
保
存
会(

担

当
：
鮎
川)

℡
７
６
‐
６
４
２
５

■
市
指
定
：
中
田
永え

い

代だ
い

太だ
い

々た
い

神
楽

・
雀
神
社(

宮
前
町)

日
時　
4
月
9
日
㈰
13
時
～
16
時(
餅

ま
き
は
15
時
30
分
ご
ろ)

・
鶴つ

る
が

峯み
ね

八
幡
宮(

中
田)

日
時　
4
月
16
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

(

餅
ま
き
は
16
時
ご
ろ)

問 　

古
河
神
楽
保
存
会(

担
当
：
高

橋)

℡
４
８
‐
２
１
２
７

許こ

我が

篆
書
展

　
現
代
書
壇
を
代
表
す
る
書
家
が
、
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
刻こ

く

狸り

」
を
テ
ー
マ
に
篆て

ん

書し
ょ

で
表
現
し

ま
す
。

期
間　
4
月
29
日
㈯
～
6
月
18
日
㈰

時
間　
9
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30

分
ま
で)

休
館
日　
月
曜
日
、
5
月
26
日
㈮

場
所　
篆
刻
美
術
館
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を
癒
や
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
4
月
27
日
～
７
月
６
日
の
毎
週

木
曜
日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
有
り(

予

備
日
７
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭)

。

講
師　
染
野
智
子
氏

【
共
通
事
項
】

対
象　
15
歳
以
上(
中
学
生
を
除
く)

定
員　
30
人(

先
着)

費
用　
３
千
円(

申
込
時
納
入)

申
込
・
問　
4
月
10
日
㈪
～
24
日
㈪
９

時
～
17
時
に
本
人
が
直
接
申
し
込
み

古
河
公
方
公
園
管
理
事
務
所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
の
催
し

■
ク
ラ
フ
ト
マ
ル
シ
ェ

　
ク
ラ
フ
ト
作
家
や
飲
食
店
が
集
合
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

期
日　
４
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

時
間　
10
時
～
15
時
30
分

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
で
遊
ぼ
う
！

　
ゴ
ー
ル
後
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈬
・
4
日
㈭
①
10
時

②
11
時
③
13
時
④
14
時
⑤
15
時

対
象　
小
学
生
以
下(

小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴)

定
員　
各
回
２
家
族
ま
で(

先
着)

［
グ

ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
可
］

費
用　
３
５
０
円(

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ

フ
ト
1
個
付
き)

申
込
期
間　
４
月
20
日
㈭
10
時
～

■
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
ひ
と
り
じ
め

日
時　
5
月
7
日
㈰
9
時
～
17
時

定
員　
16
組(

先
着)

費
用　
５
０
０
円(

30
分)

※
1
組
当
た
り
60
分
ま
で
。

申
込
期
間　
４
月
22
日
㈯
10
時
～

申
込
・
問　
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
℡
２
２
‐
５
５
２
０

  
ス
ポ
ー
ツ

さ
ん
わ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
体

育
ク
ラ
ブ

日
時　
火
～
土
曜
日
15
時
～
20
時
30
分

場
所　
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

対
象　
４
歳
以
上

定
員　
各
40
人

費
用　
各
４
千
円(

両
方
で
7
千
円)

申
込
方
法　
随
時
受
け
付
け

申
込
・
問　

三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
5
月
開
始
の
教
室
で
す
。

内
容　
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
、
内
臓
美
人

ヨ
ガ
、
い
き
い
き
健
康
体
操
、
わ
く
わ

く
ス
テ
ッ
プ
、
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

エ
ア
ロ

※
日
時
、
対
象
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル
℡
９
２
‐
９
０
０
０

三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
運
動
教
室

　
通
年
開
催
の
教
室
で
す
。

内
容　
ダ
ン
ス
、ピ
ラ
テ
ィ
ス
、ヨ
ガ
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
暗
闇
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
チ
ア
ダ
ン
ス
等

※
日
時
、
対
象
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

特
別
パ
ス
ポ
ー
ト
の
販
売

　
1
カ
月
分
の
料
金
で
2
カ
月
間
利
用

可
能
で
す
。

対
象　
パ
ス
ポ
ー
ト
新
規
購
入
者

費
用　
一
般
：
７
５
０
０
円
、
60
歳
以

上
：
5
千
円
ほ
か

販
売
期
限　
5
月
31
日
㈬

申
込
・
問　
エ
イ
ブ
ル
ス
ポ
ー
ツ
交
流

セ
ン
タ
ー
℡
２
２
‐
３
５
０
０

近
隣
少
年
相
撲
大
会

日
時　
５
月
13
日
㈯
9
時

場
所　
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

対
象　
小
学
生

申
込　
5
月
10
日
㈬
ま
で
に
イ
ー
エ
ス

は
な
も
も
体
育
館
へ
申
し
込
み

９
２
‐
８
３
８
３

問　

古
河
市
相
撲
少
年
団(

担
当
：

益
子)

℡
０
９
０
‐
７
２
５
６
‐

２
０
３
８

体
幹
ト
レ
＆
ボ
ク
シ
ン
グ
・

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

日
時　
４
月
16
日
㈰
～
６
月
18
日
㈰
の

毎
週
日
曜
日(

全
10
回)

19
時
～
21
時

場
所　
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

対
象　
小
学
1
年
生
以
上
の
親
子
、
高

校
生
以
上

定
員　
50
人

費
用　
親
子
６
千
円
、
一
般
５
千
円(

保

険
料
含
む)

申
込
期
間　
4
月
1
日
㈯
～

(

受
付

時
間
：
17
時
～
21
時)

申
込
・
問　

長
嶋
℡
０
８
０
‐

５
５
１
８
‐
８
１
１
８
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古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
か
ら
の

ご
案
内

■
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

期
間　
4
月
8
日
～
6
月
24
日
の
毎
週

土
曜
日
［
4
月
29
日
を
除
く(

全
11
回)

］

時
間　
10
時
15
分
～
11
時
45
分(

４
月

８
日
～
22
日)

、
13
時
30
分
～
15
時(

５

月
６
日
～
６
月
24
日)

※
最
終
日
は
コ
ー
ス
プ
レ
ー
有
り
。

対
象　
ゴ
ル
フ
初
心
者

定
員　
10
人(

先
着)

費
用　
３
万
円(

教
材
費
・
ハ
ー
フ
プ

レ
ー
代
含
む)

申
込
期
限　
4
月
8
日
㈯

■
古
河
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
5
月
７
日
㈰
７
時

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用　
1
万
1
千
円(

プ
レ
ー
・
食
事

代
、
参
加
費
込
み)

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式(

前
半
の
ハ
ー
フ

集
計)

申
込
期
限　
４
月
26
日
㈬

申
込
・
問　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

℡
２
２
‐
４
０
０
０

市
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

日
時　
5
月
7
日
㈰
9
時(

予
備
日
：

5
月
14
日
㈰)

場
所　
古
河
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

※
中
学
生
以
下
は
参
加
不
可
。

費
用　

連
盟
加
盟
・
一
般
：
1
ペ
ア

２
千
円
、
高
校
生
：
1
ペ
ア
千
円

内
容　
①
一
般
男
子
の
部
②
一
般
女
子

の
部
③
男
子
45
歳
以
上
の
部
④
女
子
40

歳
以
上
＆
男
子
60
歳
以
上
の
部
⑤
女
子

60
歳
以
上
＆
男
子
70
歳
以
上
＆
初
級
者

の
部

※
④
⑤
は
男
女
ペ
ア
可
。

※
公
認
の
テ
ニ
ス
ウ
エ
ア
と
シ
ュ
ー
ズ

を
使
用
す
る
こ
と
。

申
込
期
限　
4
月
14
日
㈮

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
と
緊
急
連
絡

先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

古
河
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟(

担
当
：
上
田
℡
０
９
０
‐

２
６
６
３
‐
２
３
８
７
、
廣
川

M
c_

hirokaw
a@

shirt.ocn.ne.jp )

市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
競
技

■
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
オ
ー
プ
ン

日
時　
5
月
14
日
㈰
9
時(

予
備
日
：

5
月
21
日
㈰)

場
所　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
ほ
か

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

定
員　
男
女
各
60
ペ
ア

費
用　
１
ペ
ア
２
千
円

申
込
期
限　
4
月
26
日
㈬
18
時

申
込
・
問　
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会

kogatennis_m
oushikom

i@
yahoo.co.jp

  

募
集

(

仮
称)

古
河
市
新
公
会
堂
基
本
構

想
・
基
本
計
画
市
民
委
員

　

(

仮
称)

古
河
市
新
公
会
堂
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
実
施
の

方
法
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
、
検
討
・

審
査
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数　
３
人

応
募
資
格　
次
の
①
～
③
全
て
を
満
た

す
人

①
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で(

仮
称)

古

河
市
新
公
会
堂
の
整
備
に
関
心
が
あ

り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る

人
②
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人(
令
和
5
年
度
４
回
、

令
和
６
年
度
４
回
開
催
予
定)

③
委
員

会
、
そ
の
他
の
活
動
を
広
報
古
河
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
こ
と
に

同
意
で
き
る
人

委
嘱
期
間　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

報
酬　
６
２
０
０
円(

日
額)

申
込
期
限　
４
月
28
日
㈮

申
込
・
問　
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

課
、

市
民
総
合
窓
口
室
に
あ
リ
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

９
２
‐

３
０
８
８

project@
city.ibaraki-

koga.lg.jp

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

内
容　
①
個
人
部
門(

住
宅
等
の
小
規

模
設
置)

②
団
体
部
門(

企
業
、
団
体
、

学
校
等
の
大
規
模
設
置)

表
彰　
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
は
賞
状

と
副
賞(

個
人
部
門
の
み)

を
贈
呈(

参

加
賞
有
り)

申
込　
４
月
10
日
㈪
～
8
月
31
日
㈭
に

申
込
用
紙
を
提
出

※
申
込
用
紙
は

環
境
課
、

市
民

市ホームページ

申し込み
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総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
用
ゴ
ー
ヤ
苗
を

無
料
配
布

期
日　
5
月
24
日
㈬

場
所
・
時
間　
①

環
境
課
：
10
時

～
11
時
30
分
②
健
康
の
駅
玄
関
横
：
10

時
～
11
時
30
分
③
市
役
所
古
河
庁
舎
玄

関
横
：
13
時
～
14
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
で
み
ど
り
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
人

配
布
数　
個
人
：
３
～
６
株
、
団
体
：

５
～
10
株

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
配
布
数
を

調
整
。

申
込
期
間　
４
月
10
日
㈪
～
5
月
１
日

㈪申
込
・
問　

環
境
課

kankyou@
city.ibaraki-koga.

lg.jpパ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
意
見

■
①
古
河
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
一
部
改
訂(

素
案)

■
②
古
河
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
改
正

閲
覧
期
間　
４
月
７
日
㈮
～
26
日
㈬

閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
、

福
祉
推
進
課
、

健
康
づ
く
り
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

等申
込
・
問　
指
定
様
式
ま
た
は
任
意
様

式
で
意
見
書
を
提
出

都
市
計
画
課

７
７
‐
１
５
１
１

toshikeikaku@
city.ibaraki-

koga.lg.jp

  

そ
の
他

自
衛
官
募
集

■
一
般
曹
候
補
生

対
象　
18
歳
～
33
歳
未
満(

採
用
予
定

月
の
1
日
現
在)

試
験
日　
1
次
：
5
月
19
日
㈮
～
28
日

㈰
の
う
ち
指
定
す
る
1
日
、
2
次
：
6

月
17
日
㈯
～
7
月
2
日
㈰
の
う
ち
指
定

す
る
1
日

申
込
期
限　
5
月
9
日
㈫

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生(

一
般
幹
部
候

補
生)

対
象　
22
歳
～
26
歳
未
満

※
大
卒(

見
込
み
含
む)

は
20
歳
～
22
歳

未
満
の
人
、
修
士
課
程
修
了
者
等(

見

込
み
含
む)

は
20
歳
～
28
歳
未
満
の
人
。

試
験
日　
1
次
：
４
月
22
日
㈯
・
23
日

㈰(

23
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み)

、

2
次
：
5
月
26
日
㈮
～
6
月
1
日
㈭
の

う
ち
指
定
す
る
1
日
、
3
次
：
2
次
試

験
合
格
者
に
通
知(

海
上
・
航
空
の
飛

行
要
員
の
み)

申
込
期
限　
４
月
14
日
㈮

■
自
衛
官
候
補
生

対
象　
18
歳
～
33
歳
未
満(

採
用
予
定
月

の
1
日
現
在)

試
験
日　
受
付
時
に
案
内(

随
時
受
け

付
け)

※
試
験
日
時
が
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問　
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
筑
西
地
域
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
２
‐
７
２
３
９

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

期
間　
①
5
月
9
日
㈫
～
②
５
月
29
日

㈪
～
③
６
月
６
日
㈫
～
④
9
月
26
日
㈫

～
⑤
10
月
2
日
㈪
～
⑥
11
月
6
日
㈪
～

⑦
11
月
14
日
㈫
～(

各
５
日
間)

時
間　
９
時
30
分
～
15
時
45
分

場
所　
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

対
象　
常
勤
の
職
に
就
い
て
い
な
い
約

50
歳
以
上
で
、
地
域
で
体
操
普
及
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
茨
城
県
民

内
容　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
体

操
に
関
わ
る
体
の
仕
組
み
を
学
ぶ

申
込
・
問　
各
コ
ー
ス
初
日
の
10
日
前

ま
で
に
申
し
込
み

※
郵
送
の
場
合
は
往
復
は
が
き
を
使
用
。

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ(

〒
３
１
０
‐

０
８
５
２
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐

２)

℡
０
２
９
‐
２
４
３
‐
４
２
１
７

kaigo1@
hsc-i.jp

古
河
税
務
署
か
ら
の
ご
案
内

　
４
月
17
日
㈪
以
降
の
所
得
税
・
消
費

税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
相
談

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
す

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
古
河
税
務
署
℡
３
２
‐
４
１
６
１

菊
の
育
て
方
講
習
会

日
時　
4
月
29
日
㈯
、
5
月
20
日
㈯
、

6
月
24
日
㈯
、
7
月
15
日
㈯
、
8
月
19

日
㈯(

全
5
回)

10
時
～
12
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
人　

定
員　
25
人

申
込
期
限　
4
月
20
日
㈭

申
込
・
問　
古
河
市
菊
花
会(

担
当
：

針
貝)

℡
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐

６
７
７
７

②

①
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見聞録」の記載内容の一部に誤りがあ
りました。下記の通り訂正しお詫びい
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総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください

自
動
車
税
の
減
免
申
請

　
障
害
者
手
帳
所
持
者
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対
象

①
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
が
使

用
す
る
自
動
車

②
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に

生
計
を
一
に
す
る
人
な
ど
が
使
用
す
る

自
動
車

減
免
台
数　
障
が
い
者
１
人
に
つ
き
１

台(

軽
自
動
車
を
含
む)

問　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐
９
１
９
０

就
職
に
関
す
る
悩
み
相
談

　

就
職
し
て
も
す
ぐ
や
め
て
し
ま
う

人
、
働
き
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
人
な
ど
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

期
日　
毎
週
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

時
間　
13
時
～
16
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河

対
象　
就
職
の
悩
み
が
あ
る
15
歳
～
49

歳
ま
で
の
人
、
ま
た
は
保
護
者
等

申
込
期
間　
前
日
16
時
ま
で
の
予
約
制

申
込
・
問　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

受
付
時
間
：

火
～
土
曜
日
、9
時
30
分
～
17
時
30
分)

hola@
iw

-saposute.org

行
政
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

期
日
・
場
所　

①
4
月
15
日
㈯
：
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ル
ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

②
4
月
22
日
㈯
：
野
本
電
設
工
業
コ
ス

モ
ス
プ
ラ
ザ

③
5
月
13
日
㈯
：
中
央
公
民
館

時
間　
10
時
～
13
時

内
容　
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
家

族
信
託
、
離
婚
、
建
設
業
許
可
、
農
地

転
用
、
法
人
設
立
、
債
権
回
収
、
在
留

許
可
な
ど
の
法
律
問
題
や
行
政
手
続
き

※
予
約
不
要
。
先
着
。

※
中
止
の
場
合
は
、
電
話
相
談
。

問　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部

(

担
当
：
細
井)

℡
３
３
‐
３
６
８
５

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン(

視
覚
障
が
い

当
事
者
相
談)

開
設

日
時　
第
三
土
曜
日
10
時
30
分

場
所　
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

館(

水
戸
市
赤
塚
１
‐
１)

対
象　
県
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
者
と

4月の納税など
納期限および口座振替日は

5月1日㈪

固定資産税・都市計画税  第1期
保育料	 	 4月分

そ
の
家
族
等

申
込
・
問　
当
日
受
け
付
け

(

福)

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

℡
０
２
９
‐
２
２
１
‐
０
０
９
８

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　
加
入
者
が
保
険
証
を
使
用
で
き
る
の

は
退
職
日
ま
で
で
す
。
被
扶
養
者
の
保

険
証
も
被
保
険
者
の
退
職
日
の
翌
日
か

ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

被
扶
養
者
が
就
職
等
に
よ
り
扶
養
か
ら

外
れ
る
場
合
は
、
外
れ
た
日
か
ら
保
険

証
を
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
会
社

を
退
職
さ
れ
る
場
合
や
扶
養
か
ら
外
れ

る
際
は
、
必
ず
保
険
証
を
会
社
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
協
会
け
ん
ぽ
茨
城
支
部

℡
０
２
９
‐
３
０
３
‐
１
５
８
２

献
血
に
ご
協
力
を

日
時　
４
月
６
日
㈭
10
時
30
分
～
12
時

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２
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各種相談のご案内

   

市役所各庁舎案内
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
◆古河市へのご提案等は、右の送信フォームからも
　受け付けています。

相談窓口がわからない場合は、 市民協働課℡92-3111(代)へ
区分 期日 時間 場所 予約 申込・問

市民の法律相談

5/12㈮
13時～16時40分
※相談時間は1人30分
まで。

1階会議室102 要予約
5/2㈫8時30分～
※同じ案件での再
相談はできません。
※各日7枠。 市民協働課℡92-3111

5/16㈫ 2階打合せ室
5/18㈭ 中央公民館2階
5/26㈮ 1階会議室102

行政相談 5/10㈬ 10時～12時 1階会議室102 要予約
5/2㈫8時30分～

税務相談 5/9㈫ 13時30分～16時30分 1階会議室102 要予約4/12㈬～
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡31-1540(坪野)

在住外国人
生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)℡92-3111

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 古河福祉の森会館 不要 子育て包括支援課℡48-6884

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡48-2280

心の健康相談 4/20㈭ 13時～15時 健康の駅 要予約 健康づくり課
℡48-6883

就学相談 月～金 8時30分～17時15分 指導課 要予約 指導課℡22-5111
障がい者相談 4/25㈫ 13時30分～15時30分 コスモスプラザ会議室1 不要 障がい福祉課℡92-4919

ひきこもり相談 月～金 9時～17時
健康の駅

要予約
福祉推進課℡92-5771

三桜工業古河オフィス2階
(本町4-2-27)

さんぽ相談室
℡090-3407-9599

認知症・高齢者に関する
個別相談 月～金 8時30分～17時 高齢者サポートセンター

古河・総和・三和 要予約
古河℡23-6517
総和℡23-5661
三和℡77-1901

出張年金相談
4/19㈬

10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

3/20㈪～ 下館年金事務所
℡0296-25-08295/17㈬ 4/17㈪～

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活センター
( 商工観光課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人権相談 5/10㈬ 13時～15時 市民相談室
1階相談室1-3 要予約 人権推進課℡92-3111

人権生活相談 第2・4土曜日
9時30分～11時30分 隣保館

要予約 隣保館℡48-1989
広域隣保人権生活相談

月・木(5/4を除く)9時30分～11
時30分、山田幸助相談員 1階市民相談室

火・木・金(5/4、5/5を除く)10時
～12時、峯和代相談員 第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 たんぽぽ館 要予約 古河市生活支援センター

℡92-7017

心配ごと相談 毎週水曜日 13時30分～15時30分
古河福祉の森会館/三和
地域福祉センター(会場
輪番)

要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-0808

人口 (3月1日現在)

住民基本台帳から
総人口 140,813人 (＋11)
男         71,036人 (  +8)
女         69,777人 (  +3)
世帯数
             63,917世帯(+58)
                ( 　)内は前月比

　古河ロータリークラブか
らハナモモ(26本)植樹一式
の寄付。
　古河東ロータリークラブ
からハナモモ(40本)植樹一
式の寄付。
　(資)米銀商店からハナモモ
(3本)植樹一式の寄付。

寄付
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栃木市(栃木県)
■蔵においでよ☆みんなでつくる
とち介展　
　4月5日は、栃木市マスコット
キャラクター「とち介」が蔵から
現れた日。とち介に関する作品や
写真などを展示します。
期間　4月16日㈰まで
休館日　毎週火曜日
場所　蔵の街市民ギャラリー
その他　開催期間中、会場にとち
介の写真を持参すると、展示いた
だけます。詳細は、ホームページ
をご覧ください。
問　広報課
℡0282-21-2172

野木町(栃木県)
■若の原農村公園の芝桜
　例年4月頃から地元の人が管理する芝桜が見事に咲
き誇り、丘一面がピンク色に染まります。
　のんびりとした自然の中で春の息吹を感じてみませ
んか。
場所　若林771
問　産業振興課
℡0280-57-4152

加須市(埼玉県)
■第14回加須市民平和祭でジャ
ンボこいのぼり遊泳　
　全長100メートル・重さ330キ
ログラムの世界一大きい『ジャン
ボこいのぼり4世』が加須の大空
を泳ぎます。
期日　5月3日㈬
場所　利根川河川敷緑地公園ほか
内容　平和式典：10時、ステージ
イベント：11時、ジャンボこい
のぼり遊泳①11時30分②13時30
分
※風速などによって遊泳時間が前
後する場合があります。
問　観光振興課℡0480-62-1111

板倉町(群馬県)
■雷電大祭が開催されます　　
　板倉町の雷電神社は関東一円に
点在する雷電神社の総本宮です。
社殿と奥宮は群馬県の重要文化財
に、末社八幡宮稲荷神社は県内最
古の木造建築とされ、国の重要文
化財に指定されています。
　大祭期間中はたくさんの出店で
にぎわいます。
期間　5月1日㈪～5日㈮
場所　雷電神社(板倉2334)
問　雷電神社
℡0276-82-0007　　　
　

小山市(栃木県)
■おやま二千本桜まつり　
　市内の桜をライトアップします。場所など詳細は、
小山市のホームページをご確認ください。
　また、春のイベントとして、大つけ麺博presents 
帰ってきた最強ラーメン祭を開催します。
期間　4月23日㈰までの毎週金、土、日曜日
時間　金曜日：17時～21時、土曜日：11時～21時、
日曜日：11時～20時
場所　小山市役所横御殿広場(中央町1-1-1)
問　(一社)小山市観光協会℡0285-30-4772

2月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！
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施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
広 告

   

＜ホームページ＞ 

株株式式会会社社ソソーーシシンン  

 お問い合わせ 総務部 

 ☎ 04-2936-3161 

WEB http://sohshin-net.co.jp 

株式会社サンオーコミュニケーションズ
【古河市報 4月号 掲載データ（仮）】

楽楽ししくくお得にお得に 安全に安全に楽しくお得に 安全に
個別相談でスマホのお悩み解決

ご相談時間
45分／回（要予約）
料金（チケット制）
33,000 円（ ５回分）
59,400円（10回分）
※２名様までご利用可能

スマホを

もっと便利に

たのしく！

株式会社サンオーコミュニケーションズ
古河市本町４－２－２７（JR古河駅 西口から約徒歩３分）

0280-30-1201※土日祝 休み（平日）9:00～16:00

スマホお悩み相談室スマスマホホお悩みお悩み相相談談室室スマホお悩み相談室
初回３０分無料！！

・ ・

ダスキン古河南支店
０２８０－４８－４８９１

無料
お気軽にお問い合わせください。
ご相談・お見積りはすべて です。

日野自動車 古河工場 期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

ご予約・お問い合わせ：日野自動車採用センター  　  0120-541-376

https://www.hino-works.infoWEB

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

詳細はコチラ！>>>
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広告内容などについては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。

※有料広告掲載については、 シティプロモーション課(℡92-3111)へ問い合わせください。



機能紹介

【問】シティプロモーション課 (総和庁舎 )  

新型コロナワクチンの接種を
予約できます

翌日のごみ収集種別をお知らせ
します。「可燃ごみ」のみ受信
など、通知を選択できます

ごみ出し通知３

1 ワクチン接種予約

市役所への問い合わせを、AI が
24時間いつでもお答えします

２ AI 総合案内

２ ３

1

◀

令和5年4月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号で良かった内容や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を
明記の上、下記宛先までご応募ください

は が き で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

4/17
必着

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。

【お店をPRしませんか】
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください。

古河ブランド認証品
御

ご

家
か

寳
ぼ う

　5名様

㈲御家寳屋商店 さん
からのプレゼント
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